
研究・地域連携活動の背景・目的

Electronics Engineering

キーワード：

期待される効果などアピールポイント

研究・地域連携活動の概要紹介

41

Takeshi YAMADA

山田　猛矢
AI, ICT

を
活
用
し
た
機
器
・
シ
ス
テ
ム
の
開
発

AI，Deep Learning，機械学習，ICT

　様々な分野でAI が活用され始め，成果を上げ始めています。そんな中，AIを用いて問題を解
決したいという要望をよく耳にします。本研究室では，それに応えるべくAI技術を組み込んだ機器・
システムの開発を目的に研究・地域連携活動を行っています。

「しらす斜面崩壊警報減災システム」が実現することで，しらす斜面崩壊による人的被害が激減し
ます。また「歩行訓練支援システム」により，早期回復，歩行障害予防などに役立ちます。これ
らは，現場の人々の小さな一声から始まりました。あなたの一声から，その分野の常識が変わり
ます。その想いを形にすべく微力ながらお手伝いさせていただきます。

准教授


